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黒埼南ふれあい協議会ニュース

ど、れあい均`わらほ
す者オじ、新発複体村を佐え

去る5月 24日 (上)西 区黒埼出張所議堂において 黒 埼南ふれあい協議会

の俗会を開き 平 成20年度の事業計画 収 支予算を審議し 新 しい役員体制

を決定しました

池乗市市郎副会長の開会挨拶で結姿を開始

しました 武 出利秋会長の 「脇議会発足 3年

目に慧義ある事業を展開して地域の発展を期

したいJ旨 の接拶に続いて 来 賓摸拶として

田同一人新栂市両区長からは 「ふれあい始譲

会の積極的な活動によって卜民と行r/との協

働によるまちづくりを推進したいJ旨  永 井

武弘新温市議会議員からは ふ れあい協議会

の活動をとおして地域のAF題を解決したt」

旨 同 日清黒埼南小学校長からは 1地域との

関わりを重視した地域に開かれた学校づくり

を進めたいJ旨  の 撲拶をいたださました

以上の来質祝詐に続いて 西 医政策か画課

から
Ⅲ
西区区ビジョンまちづくりut画

い
の岸

細な説rIRを受けました 人 口16万 人を援す

る菌匹のまちづくり方針として 0「 すべて

の低民にやさしいまちづくり10「 都市と農

村が共存するまちJO「 学lFTと文化のまちづ

くりの推進JO「 南辺とラムサールのまうJ

Of優 れた居住環境のまち10「 西区新庁告

の整備Jと いう課題を詳細にご説明いただき

ました

また こ れらの欧舜課題のなかに黒埼南ふ

れあい協議会の活動方質のとントが含まれて

いると感じ取ることお1できました

号き統き 裕 会の議集蓄議を行いました

平成19年度の事業報告 収 支決算報告を承

認して 平 成20年 度の事業計画と収支予算

を審議し原葉のとお ,承 認しました 承 認さ

れた事業計画をお知 らせいたします

生活環境勘合

壊康福祉国会

数台文イと部会

ャ
第

テーヤ 1費心 安 全な地域づくり運動

「安心 安 全な地域づくりを日指すととも

に 子 ども連の世全育成と地域の防犯 防 災

活動を積極的に文鎮する ま た 地 域内の危

険箇所の点検活動と注意喚起の看板設置活動

を行う 1

実施■定 : 8■ 頃

テーマ :救息活嘉習会と水辺公園

ウォーキングの実施
「災隼時や事故時などの器急時におけるA

ED(自 動体外式除細動料)な どを使用した

応急殺命措置の方法を宇ぷ さ らに 近 年歩

く機会が減少した現代社会の中で ウ ォーキ

ングにより運動不足を柿い健康増進に寄与す

ることを目的とする。

実施予定 :7月 および10月

テーマ :みんなで 「よもぎ園子を作ろうJ
「早寝早起き朝ごはん啓発事業モデル渋区

において 予 育て学習出前講座 (地域版)を

実捉し 子 どもの基本的生活習慣の育成およ

び家庭教育への意識啓発を図る。J

実施予定 :10月
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広報部会

テーマ 1身近な話題や活動の様子を臨時に
「ふれあい協議会の活動状況や地域の課題

等を広く住民に知っていただくとともに 校

区内の話題等をテーマに美しく埜かなまちづ

くりに貢献できる紙面を目指す 」

実施予定 :随特

譲事終了後 五 十嵐椰也副会長の閣会共拶

で結会を開しました 引 き統き 部 会川会議

を行'■ 各部会の部長 副 部長および担当rF

務を次のように互置しました

〈■活環境離会)

部 長   坂 り1 盛 ―

自部長  保 苅 F15義 小 林 正 三

庶 務   山 際 三 仁

健 康桐〕i部会〉

部 上   阿 部 改 一

副部上  和 村 清 松 青 木 労 江

庶 務   山 際恵美子

《教育文化冊会)

部 長   阿 市 和 島

副部長  笠 原景実予 保 対  孝    _

庶 務   九 山 補 子

(広報部会》

郎 長   大 容 ― 男

副部長  生 回 r彦  小 林 秀 喜

庶 務   坂 井奈津子

以上のように 平 成20年 度の黒埼南ふれ

あい協議会は徐々に活動の火蓋を切っており

ます 今 後の活動については後日写真等を絞

り芸ぜながら本紙面を通してお知らせします

引き続き 断 役員の選任案が講られ原祭ど

おり承認されました

<会  長 >

武□ 干J秋

<印 会長>

池乗清市郎 近 鞘 直 樹 五 卜欧郁也

<理  事 >

bl部|,一郎 高 橋 直 義 大 矢 市 策

錦浜徳=郎  守 日 作 平 大 容 ― 男

石川 無 幸 本 問 銘 朗 驚 尾  晃

生□ 正 F_ 江琳 年 直 保 苅  功

森  一 度 小 林 秀 喜

<事 務局長>

小林 忠 芳

<会  nt>

森  E春

<酷  事 >

山本 哲 男 山 際新―京「
~

おヽれあい (aミaニテイ)協議会とは?

住みよい地域づくりに向け 地 域の団体

や個人が参加して そ れぞれの知識やアイ

ディアを生かし 区 自治協議会への参画

行政などとの脇働によりさまざまな地域の

課題に取り組む自主的な組織です。黒埼地

区では 「ふれあい協議会」の名称で統一さ

れております な お 小 学校区ごとに 次
のふれあい協議会が組織されております

大野小学校区

大野技区ふれあい協議会

広報紙 「大野校区ふれあい跡議会

広報誌1

山田小学校区

d田 校区ふれあい協議会

広報紙 「ふれあいだよりJ

立仏小学後区

立仏校区ふれあい協議会

広報紙 「ふれ一密J

黒埼南小学校区

黒埼高ふれあい協議会

広報紙 「ふれあいかわ ら腹 |

黒埼南ふれあい協議会の参)1団体は 自

消全 PTA子 ども会 保育回保憲言会 (父

母の全)民 生 児 童蚤員 保 薦■_‐■地

改ミ 模 察組合 老 丈会 (老矛会 長 幸全】

公民館 姉 大会 消 防団 体 育協会 (体育

援好会)芸 能保存全などです


